
(57)【要約】

【課題】鼻腔内部を洗浄するための組成物および、この

組成物を投与するための鼻腔洗浄器具を提案する。

【解決手段】本発明による芳香性組成物は鼻腔へ投与す

るものであって、胡麻油および、ペパーミント油および

／またはユーカリ油のような揮発性の油と混合した生理

食塩水担体である。この組成物を鼻腔洗浄のために注入

する前にシリンジ内へ吸い込ませ、洗浄器具の出口部分

を鼻孔を塞ぐように適合させる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鼻 腔 へ 投 与 す る た め の 芳 香 性 組 成 物 で あ っ て 、 実 質 上 、
　 0.5％ ～ 1.9％ の 食 塩 を 含 む 生 理 食 塩 水 担 体 0.1％ ～ 99.4％ 、
　 胡 麻 油 0.02％ ～ 0.10％ お よ び 、
　 ペ パ ー ミ ン ト 油 お よ び ユ ー カ リ 油 か ら な る 組 か ら 選 択 し た 揮 発 性 の 油 性 物 質 0.003％ ～ 0
.040％
か ら な る 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 に お い て 、
　 前 記 食 塩 が 塩 化 ナ ト リ ウ ム で あ る 、 鼻 腔 へ 投 与 す る た め の 芳 香 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 に お い て 、
　 前 記 胡 麻 油 が 0.03％ ～ 0.07％ で あ る 、 鼻 腔 へ 投 与 す る た め の 芳 香 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 に お い て 、
　 前 記 揮 発 性 の 油 性 物 質 を 0.006％ ～ 0.010％ の ユ ー カ リ 油 で 構 成 す る 、 鼻 腔 へ 投 与 す る た
め の 芳 香 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 に お い て 、
　 前 記 揮 発 性 の 油 性 物 質 を 0.012％ ～ 0.020％ の ペ パ ー ミ ン ト 油 で 構 成 す る 、 鼻 腔 へ 投 与 す
る た め の 芳 香 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 に お い て 、
　 食 塩 を 0.9％ 含 む 、 鼻 腔 へ 投 与 す る た め の 芳 香 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 芳 香 性 組 成 物 を 鼻 腔 内 へ 投 与 す る 方 法 で あ っ て 、
　 0.03％ ～ 0.07％ の 胡 麻 油 と 、 0.003％ ～ 0.040％ の ペ パ ー ミ ン ト 油 お よ び ユ ー カ リ 油 か ら
な る 組 か ら 選 択 し た 揮 発 性 の 油 性 物 質 と 、 0.8％ ～ 1.0％ の 食 塩 を 含 む 生 理 食 塩 水 担 体 を 具
え る 芳 香 性 組 成 物 を 調 製 す る 過 程 と 、
　 ノ ズ ル 型 の チ ャ ン ネ ル を 有 す る 鼻 腔 洗 浄 器 具 内 に 前 記 組 成 物 を 導 入 す る 過 程 と 、
　 前 記 器 具 の 少 な く と も 一 部 を 鼻 腔 内 に 配 置 す る 過 程 と 、
　 鼻 腔 を 洗 浄 す る た め に 前 記 器 具 か ら 前 記 組 成 物 を 前 記 鼻 腔 内 へ 投 与 す る 過 程 と を 具 え る
方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 鼻 腔 洗 浄 器 具 が 風 船 型 の 拡 大 し た 周 縁 部 を 有 し 、
　 鼻 腔 内 へ 前 記 風 船 型 の 周 縁 部 を 挿 入 し て 前 記 鼻 腔 を 該 周 縁 部 で シ ー ル す る 過 程 を さ ら に
具 え る 、 芳 香 性 組 成 物 を 鼻 腔 内 へ 投 与 す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 組 成 物 を 鼻 腔 内 へ 注 入 す る 過 程 を さ ら に 具 え る 、 芳 香 性 組 成 物 を 鼻 腔 内 へ 投 与 す る
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は 、 2002年 6月 4日 付 の 米 国 特 許 出 願 第 10/69,595号 の 一 部 継 続 出 願 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 鼻 腔 へ 投 与 す る 薬 剤 組 成 物 お よ び 、 そ の た め の 鼻 腔 洗 浄 器 具 に 関 す る も の で
あ る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 鼻 洗 浄 は 、 ア レ ル ギ ー や 感 染 、 鼻 の 手 術 後 の 障 害 と い っ た ト ラ ブ ル を 緩 和 し 、 減 少 さ せ
る 。 な ぜ な ら ば 、 洗 浄 が ア レ ル ゲ ン （ ア レ ル ギ ー 誘 発 物 質 ） や 微 生 物 （ ウ ィ ル ス 、 バ ク テ
リ ア ） 、 人 体 の 副 産 物 （ 膿 、 粘 液 ） や 塵 、 煤 状 物 質 を 洗 い 流 す か ら で あ る 。 炎 症 に よ る 腫
れ が 減 少 し 、 鼻 の 手 術 後 の か さ ぶ た も 緩 和 さ れ 、 そ れ に よ っ て 治 癒 過 程 も 加 速 さ れ る こ と
と な る 。 食 塩 水 に よ る 鼻 洗 浄 は 公 知 の 方 法 で あ り 、 少 な く と も 100年 に 亘 っ て 医 師 に よ り
推 奨 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 市 販 さ れ て い る 公 知 の 鼻 腔 洗 浄 器 具 は 、 複 数 回 使 用 の た め の 陶 製 容 器 (potter containe
r)で あ る が 、 こ の 容 器 は 高 価 で 、 陶 製 の 出 口 部 と 、 そ れ ぞ れ 大 西 洋 か ら 取 り 出 し た 食 塩 水
お よ び 水 を 予 め 詰 め た 二 つ の 使 い 捨 て 可 能 な 可 変 部 分 を 有 し て お り 、 勿 論 、 通 常 の 使 用 に
対 し て は 非 常 に 高 価 な も の と な り 、 出 口 部 は 十 分 に 機 能 せ ず 、 そ れ ゆ え 鼻 腔 を 満 た す こ と
が で き ず 、 ま た 鼻 腔 洗 浄 器 具 中 に 予 め 満 た し た 食 塩 水 し か 使 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 目 的 は 、 迅 速 で 使 い 心 地 が 良 く 、 鼻 腔 内 を 液 体 で 満 た し 得 る 良 好 な 機 能
を 有 す る 鼻 腔 洗 浄 器 具 の 出 口 部 分 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 二 の 目 的 は 、 複 数 回 使 用 の た め の 安 価 で 単 純 か つ 良 好 な 機 能 を 有 す る 鼻 腔 洗
浄 器 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 一 の 目 的 は 、 出 口 端 部 、 接 続 端 部 お よ び 、 こ れ ら 端 部 の 間 に あ り 、 絞 り 部 と 拡 大 し た
出 口 と を 有 す る ノ ズ ル 型 の チ ャ ン ネ ル を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 、 鼻 腔 洗 浄 器 具 の 出 口 部
分 に よ り 達 成 さ れ る 。 こ の 出 口 部 分 は 、 チ ャ ン ネ ル 内 を 圧 送 さ れ る 液 体 が 乱 流 と な っ て チ
ャ ン ネ ル か ら 放 出 さ れ 、 そ れ に よ っ て 液 体 が 鼻 腔 を 迅 速 に 満 た し 、 同 時 に 細 い ジ ェ ッ ト 硫
の 、 不 快 感 を 与 え る も の と な る 鼻 腔 内 の 粘 膜 へ の 直 接 散 布 が な さ れ る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 出 口 部 分 は 、 円 周 方 向 に 増 加 す る 部 分 、 例 え ば 水 滴 型 ま た は 風 船 型 の 部 分 を 出 口 端 部 に
有 す る こ と が 望 ま し く 、 そ れ に よ っ て 出 口 部 分 は 鼻 孔 の 大 き さ に か か わ ら ず 、 鼻 孔 の 縁 部
を シ ー ル す る こ と と な り 、 液 体 が 反 対 に 漏 れ 出 て し ま う こ と が 無 く 、 ま た 出 口 部 分 の 形 状
が 鼻 孔 の 最 も 狭 い 部 分 で あ る ア ー チ 状 部 (nostril arch)を 開 く 助 け と な る と い う 利 点 を 有
す る も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 出 口 部 分 は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム の よ う な 、 鼻 に 対 し て 柔 ら か く 、 快 適 な 感 触 を 与 え る 可 撓
性 材 料 か ら 製 造 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 出 口 部 分 の 接 続 端 部 で の チ ャ ン ネ ル の 形 状 は 鼻 腔 洗 浄 器 具 の 接 続 手 段 に 適 合 し た も の 、
例 え ば 端 部 で 最 も 直 径 が 大 き く な る 円 錐 形 と す る こ と が 望 ま し く 、 そ れ に よ っ て 出 口 部 分
は 円 錐 形 の 先 端 部 を 有 す る シ リ ン ジ と 嵌 合 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 二 の 目 的 は 、 本 発 明 に よ る 出 口 部 分 と 、 洗 浄 液 の た め の シ リ ン ジ ま た は 圧 縮 性 バ ル ー
ン と を 具 え 、 そ れ に よ っ て 出 口 部 分 を 、 接 続 手 段 と 共 に 設 け た シ リ ン ジ ま た は バ ル ー ン の
出 口 開 口 部 に 設 け た 鼻 腔 洗 浄 器 具 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 二 種 類 の 内 い ず れ か 一 方 に 係 る 鼻
腔 洗 浄 器 具 は 単 純 で 安 価 に 製 造 で き 、 し か も 使 用 が 簡 単 で あ り 、 特 に シ リ ン ジ の 変 形 は 、
鼻 孔 の 洗 浄 前 に 当 該 シ リ ン ジ 内 に 洗 浄 液 を 吸 引 す る こ と が 容 易 な も の と し 、 か つ 、 特 に シ
リ ン ジ の 変 形 は 当 該 シ リ ン ジ を 清 浄 に 保 つ こ と を 容 易 な も の と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 勿 論 、 出 口 部 分 を 他 の あ ら ゆ る 形 式 の 鼻 腔 洗 浄 器 具 と 接 続 す る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 洗 浄 液 は 、 例 え ば 食 塩 水 、 油 の 乳 液 も し く は 薬 剤 を 含 む 食 塩 水 と す る こ と が で き る 。 よ
り 詳 細 に は 、 本 発 明 に よ る 芳 香 性 の 組 成 物 は 鼻 孔 へ 投 与 す る た め の も の で あ り 、 胡 麻 油 お
よ び 、 ペ パ ー ミ ン ト 油 お よ び ／ ま た は ユ ー カ リ 油 の よ う な 揮 発 性 の 油 と 混 合 し た 生 理 食 塩
水 担 体 で あ る 。 こ の 組 成 物 を 注 入 す る 前 に シ リ ン ジ 内 へ 吸 い 込 ま せ 、 出 口 部 分 を 鼻 孔 を 塞
ぐ よ う に 適 合 さ せ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 本 発 明 を 、 添 付 図 面 と 共 に 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 1は 出 口 部 分 1を 示 す も の で あ り 、 こ の 出 口 部 分 1は 出 口 端 部 2お よ び 接 続 端 部 3を 具 え
る 。 こ れ ら 端 部 2， 3の 間 に チ ャ ン ネ ル 4を 配 置 す る 。 チ ャ ン ネ ル 4は ノ ズ ル 形 で あ り 、 断 面
中 の 絞 り 部 5お よ び 拡 大 し た 出 口 部 6を 示 す 。 接 続 端 部 3に お い て チ ャ ン ネ ル 4は 、 こ の 接 続
端 部 を 配 置 す る 鼻 腔 洗 浄 器 具 の 接 続 形 式 に 適 合 さ せ た 形 状 を 有 し て い る 。 図 示 の 場 合 、 チ
ャ ン ネ ル 4は 、 円 錐 状 に 先 細 と な る 端 部 を 有 す る シ リ ン ジ 、 例 え ば モ ノ ジ ェ ク ト シ リ ン ジ (
a monoject syringe)の 端 部 と 嵌 合 す る よ う に 接 続 端 部 が よ り 大 き な 直 径 を 有 す る 円 錐 形
状 を な す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 出 口 部 分 1は 棒 付 き 飴 (lolly)を 想 起 さ せ る よ う な 外 形 を 有 す る 。 す な わ ち 、 接 続 端 部 3
が 棒 で あ り 、 出 口 端 部 2が 棒 の 先 に 付 い た 飴 で あ る 。 出 口 端 部 2は 円 周 方 向 に 拡 大 し た 部 分
12を 有 し て お り 、 こ の 部 分 は 風 船 型 あ る い は 水 滴 型 で あ る こ と が 望 ま し い 。 す な わ ち 、 出
口 部 分 の 外 径 は 出 口 端 部 2か ら 内 方 へ と 所 定 距 離 だ け 増 加 し 、 そ の 後 外 径 は 減 少 す る 。 こ
れ は 、 出 口 部 分 1を 短 い 距 離 で 鼻 孔 内 へ 導 入 す る こ と が で き 、 同 時 に 、 増 加 す る 外 径 が 鼻
孔 の 開 口 部 を 出 口 部 分 1で 完 全 に 塞 ぐ こ と と な り 、 そ れ に よ っ て 出 口 部 分 1と 鼻 孔 と の 間 を
シ ー ル す る こ と と な る 。 こ う し た デ ザ イ ン は ま た 、 出 口 部 分 1が あ ら ゆ る 異 な る 大 き さ の
鼻 孔 に 適 合 す る 結 果 を も た ら す 。 出 口 部 分 1は シ リ コ ー ン ゴ ム 製 と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 鼻 孔 洗 浄 液 を 、 出 口 部 分 1内 へ 圧 送 、 例 え ば シ リ ン ジ か ら チ ャ ン ネ ル 4へ 圧 送 す る 場 合 、
液 体 が 絞 り 部 5を 通 過 す る と 圧 力 が 増 加 し 、 そ の 後 拡 大 し た 出 口 に 達 す る と き の 液 体 の 速
度 が 増 加 す る こ と と な り 、 そ れ に よ っ て 流 れ が 乱 流 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 2は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に 係 る 鼻 孔 洗 浄 器 具 7を 示 す も の で あ る 。 こ の 器 具 は シ
リ ン ジ 9の 先 端 部 8に 設 け た 出 口 部 分 1を 具 え 、 ま た 図 示 の 場 合 、 シ リ ン ジ は 円 錐 形 の 先 端
部 8を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 2は 、 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に 係 る 鼻 孔 洗 浄 器 具 を 示 す も の で あ る 。 こ の 器 具 は 風
船 型 の 本 体 11の 中 空 先 端 部 10に 設 け た 出 口 部 分 1を 具 え る 。 風 船 型 の 本 体 11は 、 そ の 内 部
に 収 容 し た 液 体 を 中 空 先 端 部 10を 通 し て 出 口 部 分 か ら 押 し 出 す こ と が で き る よ う に 圧 縮 性
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 出 口 部 分 の 使 用 時 、 な ま 暖 か い 洗 浄 液 が 負 圧 に よ っ て シ リ ン ジ 9ま た は バ ル ー ン 11内 へ
引 き 込 ま れ 、 そ れ に よ っ て 、 洗 浄 液 は 出 口 部 分 1を 通 し て 押 し 出 さ れ 、 さ ら に は 使 用 者 の
鼻 孔 へ と 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 4を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 に 係 る シ リ コ ー ン 製 出 口 部 分 20は 中 空 の 接
続 端 部 22お よ び 拡 大 し た 風 船 型 の 外 側 端 部 24を 有 す る 。 外 側 端 部 24は 、 そ の 内 部 に 規 定 さ
れ た チ ャ ン ネ ル 26を 有 し 、 こ の チ ャ ン ネ ル 26は 接 続 端 部 22の 端 部 28か ら 、 外 側 端 部 24の 外
側 先 端 部 30ま で 延 在 す る 。 チ ャ ン ネ ル 26は 直 管 状 の 内 壁 を 有 す る こ と が 好 ま し く 、 そ れ に
よ っ て チ ャ ン ネ ル 26は 一 定 の 内 径 ま た は 、 一 定 の 割 合 で 減 少 あ る い は 増 加 す る 内 径 の い ず
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れ か を 有 す る こ と と な る 。 勿 論 、 必 要 に 応 じ て チ ャ ン ネ ル 26を 直 径 可 変 と し て も 良 い 。 チ
ャ ン ネ ル 26は 先 端 部 30か ら 端 部 28へ と 延 在 し 、 そ の た め 先 端 部 30は 中 空 の 接 続 端 部 の 内 部
と 流 体 で 連 通 す る こ と と な る 。 上 述 し た よ う に 、 外 側 端 部 20は 、 図 2に 示 す シ リ ン ジ 9の よ
う な 適 切 な シ リ ン ジ 器 具 と 接 続 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 適 切 な 薬 剤 を 使 用 者 の 鼻 孔
の 一 方 の 内 部 へ 注 入 す る こ と が で き る 。 一 旦 薬 剤 が シ リ ン ジ 9へ 引 き 込 ま れ る と 、 シ リ コ
ー ン 製 部 分 20は 鼻 孔 内 部 ま た は 鼻 の 底 部 に 対 し て シ ー ル さ れ 、 薬 剤 に 含 ま れ る 溶 液 が シ リ
ン ジ か ら 注 入 さ れ る 。 部 分 20は 幾 分 か の 空 気 を 吸 い 上 げ る こ と が 望 ま し く 、 そ れ に よ っ て
注 入 さ れ る 液 体 が 乱 流 と な り 、 単 な る 真 っ 直 ぐ な 流 れ と は な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に お け る 好 適 な 薬 剤 組 成 物 は 、 鼻 へ の 投 薬 の た め の 多 く の 基 本 的 な 成 分 を 含 む も
の で あ る 。 こ の 組 成 物 は 治 療 面 で 効 果 を 有 す る 、 多 数 の 選 択 さ れ た 、 活 性 を 有 す る 芳 香 性
物 質 を 含 む 。 好 適 な 成 分 は 、 食 塩 、 胡 麻 油 お よ び 、 ペ パ ー ミ ン ト 油 ま た は ユ ー カ リ 油 の よ
う な 揮 発 性 の 油 を 含 む 。 こ れ ら 組 成 物 は 水 ま た は 他 の 適 切 な 液 体 に 溶 解 さ せ て も 良 い 。 よ
り 詳 細 に は 、 薬 剤 組 成 物 は 微 細 に 粉 砕 化 し た 食 塩 、 例 え ば 塩 化 ナ ト リ ウ ム (NaCl)ま た は あ
ら ゆ る 他 の 適 切 な 食 塩 を 液 体 、 例 え ば 水 と 共 に 具 え 、 こ れ は 薬 剤 と し て の 条 件 を 満 た す 生
理 食 塩 水 担 体 と し て 機 能 す る 。 生 理 食 塩 水 担 体 は 生 理 学 的 に 人 体 に 適 合 す る も の で あ る 。
こ の 適 合 性 は 、 使 用 者 の 快 適 さ お よ び 、 鼻 粘 膜 あ る い は 鼻 孔 内 の 粘 膜 の 損 傷 を 避 け る た め
に 重 要 で あ る 。 生 理 食 塩 水 担 体 は 、 0.1～ 約 99.4重 量 ％ の 範 囲 を 取 る こ と が で き る 。 溶 液
内 の 塩 分 は 約 0.5％ ～ 約 1.9％ の 濃 度 で あ る 。 よ り 望 ま し く は 、 食 塩 の 量 は 0.8％ ～ 1.0％ で
あ り 、 人 体 の 塩 分 濃 度 に 非 常 に 近 い 約 0.9重 量 ％ が 最 も 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に お け る 第 一 の 基 本 的 な 成 分 は 、 胡 麻 油 ま た は 他 の あ ら ゆ る 潤 滑 用 の 油 物 質 で あ
る 。 胡 麻 油 は 低 温 絞 り に よ る 油 を 用 い る こ と が で き 、 こ の 油 は 抗 酸 化 物 質 と し て 知 ら れ て
い る ビ タ ミ ン Ｅ を 含 ん で い る 。 抗 酸 化 物 質 は 、 体 内 で 生 成 さ れ る 不 所 望 の 物 質 を 排 除 す る
こ と に 利 用 で き る 。 抗 酸 化 物 質 は 、 体 内 に 存 在 し 得 る フ リ ー ラ ジ カ ル O 2 の 有 害 分 子 を 中 和
す る の に 有 用 な も の と な り 、 そ れ に よ っ て 酸 素 が 中 和 さ れ る 。 胡 麻 油 は ま た 、 リ ノ ー ル 酸
の よ う な ト リ グ リ セ リ ド を 大 量 に 含 ん で い る が 、 こ の ト リ グ リ セ リ ド は 粘 膜 の 細 胞 の 外 側
部 分 に 自 然 に 含 ま れ て い る も の で あ る 。 胡 麻 油 は さ ら に 、 粘 膜 の 潤 滑 と 、 粘 膜 の 不 所 望 の
乾 燥 を 防 ぐ た め に 使 用 す る こ と も で き る 。 完 全 に 従 来 式 の 食 塩 溶 液 に よ る 鼻 の 洗 浄 は 、 粘
膜 を 乾 燥 さ せ る 傾 向 が あ る 。 第 一 の 胡 麻 油 成 分 は 約 0.02％ ～ 約 0.10％ 、 望 ま し く は 約 0.03
％ ～ 0.07％ で あ り 、 0.05重 量 ％ が 最 も 望 ま し い 。 第 一 の 成 分 の 添 加 量 が 多 す ぎ た 場 合 、 第
一 の 成 分 を 水 に 溶 解 さ せ る こ と が 困 難 と な る で あ ろ う 。 不 十 分 な 量 で 第 一 の 成 分 を 使 用 し
た 場 合 、 第 一 の 成 分 の 殺 菌 作 用 お よ び 消 炎 効 果 が 失 わ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に お け る 第 二 の 成 分 は 芳 香 性 の 殺 菌 成 分 を 具 え 、 こ の 成 分 は 洗 浄 効 果 と 、 有 害 な
バ ク テ リ ア の 過 剰 な 成 長 ま た は 発 生 を 防 ぐ 効 果 を 有 す る 。 第 二 の 成 分 は 乾 燥 し た 粘 膜 の 消
炎 と む く み を 減 少 さ せ る も の で あ る 。 こ の 成 分 は 、 ペ パ ー ミ ン ト 油 お よ び ／ ま た は ユ ー カ
リ 油 の よ う な 、 本 質 的 に 揮 発 性 の 油 で あ る 。 第 二 の 成 分 は 、 組 成 物 中 に 0.003％ ～ 約 0.040
％ 含 ま れ る 。 よ り 詳 細 に は 、 第 二 の 成 分 が ペ パ ー ミ ン ト の 場 合 、 こ の 成 分 は 約 0.005％ ～ 0
.040％ 、 望 ま し く は 約 0.012％ ～ 0.020％ 含 ま れ 、 約 0.016重 量 ％ 含 ま れ る こ と が 最 も 望 ま
し い 。 第 二 の 成 分 が ユ ー カ リ 油 の 場 合 、 こ の 成 分 は 約 0.003％ ～ 0.020％ 、 望 ま し く は 約 0.
006％ ～ 0.010％ 含 ま れ 、 0.008重 量 ％ 含 ま れ る こ と が 最 も 望 ま し い 。 第 二 の 成 分 の 使 用 量
が 過 剰 と な る 場 合 、 使 用 者 は 溶 液 が 非 常 に 刺 激 が 強 い と 感 じ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 紛 状 、 錠 剤 あ る い は 他 の あ ら ゆ る 適 切 な 形 で 提 供 す る こ と が で
き る 。 以 下 に 示 す 例 は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に あ る 、 さ ら な る 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。 こ
れ ら の 例 は 、 実 例 を 示 す た め に 個 別 に 与 え て い る が 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で あ る と 解 釈
さ れ る べ き も の で は な く 、 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 を 外 れ る こ と 無 し に 多 く の 変 形 例 が 可
能 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 下 記 の 成 分 を 混 合 し て 鼻 腔 用 薬 剤 組 成 物 を 用 意 し た 。
　 　 　 原 料 　 　 　 　 　 重 量 ％
　 　 塩 化 ナ ト リ ウ ム 　 0.90％
　 　 胡 麻 油 　 　 　 　 　 0.05％
　 　 ユ ー カ リ 油 　 　 　 0.008％
　 　 水 　 　 　 　 　 　 　 100.00％
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 錠 剤 ま た は 適 切 な 量 の 紛 状 物 質 を グ ラ ス 一 杯 の 水 に 添 加 し 、 水 に 溶 け る よ う に し た 。 組
成 物 が 水 に 十 分 に 溶 け る こ と を 確 実 に す る た め に 、 適 切 な 量 の 混 合 を 適 宜 行 っ た 。 溶 解 し
た 組 成 物 を 鼻 腔 洗 浄 器 具 に よ り 鼻 孔 内 部 へ 注 入 す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 下 記 の 成 分 を 混 合 し て 鼻 腔 用 薬 剤 組 成 物 を 用 意 し た 。
　 　 　 原 料 　 　 　 　 　 重 量 ％
　 　 塩 化 ナ ト リ ウ ム 　 0.9％
　 　 胡 麻 油 　 　 　 　 　 0.05％
　 　 ペ パ ー ミ ン ト 油 　 0.016％
　 　 水 　 　 　 　 　 　 　 100.0％
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 組 成 物 を 、 溶 解 し た 組 成 物 を 鼻 腔 洗 浄 器 具 に よ り 鼻 孔 内 部 へ 注 入 す る の に 先 立 っ て
水 に 溶 解 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 好 適 な 組 成 お よ び 実 施 形 態 に よ っ て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 以 下 の 請 求 項 の 精 神 お よ び 範
囲 か ら 離 れ る こ と 無 し に 幾 つ か の 置 換 お よ び 交 換 が 可 能 で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 鼻 腔 洗 浄 器 具 の 出 口 部 分 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に 係 る シ リ ン ジ 型 の 鼻 腔 洗 浄 器 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に 係 る 風 船 型 の 鼻 腔 洗 浄 器 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 に 係 る 鼻 腔 洗 浄 器 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 1， 20　 出 口 部 分
　 2　 出 口 端 部
　 3， 22　 接 続 端 部
　 4， 26　 チ ャ ン ネ ル
　 5　 絞 り 部
　 6　 出 口 部
　 8　 シ リ ン ジ 9の 先 端 部
　 9　 シ リ ン ジ
　 10　 器 具 本 体 11の 中 空 先 端 部
　 11　 器 具 本 体 （ バ ル ー ン ）
　 24　 外 側 端 部
　 28　 接 続 端 部 22の 端 部
　 30　 外 側 端 部 24の 先 端 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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